
市
長
独
言

№ 76
…
横
山
盆
踊
と
城
下
町

７
月
、
横
山
神
社
の
盆
踊
り
を
訪
ね
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
４
年
ぶ
り
の
開
催

と
な
り
、「
初
め
て
見
学
に
来
ま
し
た
」
と
い
う
若
い
親
子
連
れ
ら
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

本
番
前
に
「
電
子
紙
芝
居
」
が
あ
り
、
島
津
藩
の
家
老
だ
っ
た
比
志
島
国
隆
と
阿
久
根

千
代
女
の
物
語
を
披
露
し
ま
し
た
。
国
隆
は
１
６
２
８
（
寛
永
５
）
年
、
種
子
島
に
流
罪

と
な
り
横
山
に
幽
閉
さ
れ
ま
す
。
阿
久
根
の
地
頭
を
務
め
た
縁
で
結
ば
れ
た
千
代
女
が
後

を
追
う
よ
う
に
し
て
小
舟
で
島
に
渡
り
、再
会
し
ま
し
た
。
し
か
し
、国
隆
が
藩
命
に
よ
っ

て
死
罪
と
な
り
、
千
代
女
は
殉
死
し
ま
す
。
約
四
百
年
前
の
悲
話
は
、
千
代
女
を
哀
れ
む

島
人
に
よ
っ
て
盆
踊
り
に
歌
い
こ
ま
れ
、
伝
承
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

こ
の
日
、
薄
暮
の
境
内
に
踊
り
手
が
カ
ネ
と
太
鼓
、

歌
い
手
の
声
で
入
場
し
ま
し
た
。
七
夕
竿
を
持
っ
て

「
チ
ョ
ウ
」
と
言
う
役
（
弔
、
蝶
）
が
い
て
、
１
曲
終

わ
る
度
に
円
陣
を
３
回
駆
け
回
り
、「
ヤ
ガ
テ
ー
」
と

叫
ぶ
と
次
の
踊
り
が
始
ま
り
ま
す
。
６
曲
が
次
々
に
演

じ
ら
れ
る
間
、
空
気
は
終
始
し
め
や
か
で
す
。

こ
の
横
山
盆
踊
は
２
０
１
７
（
平
成
29
）
年
、
国
の

無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
３
月
刊
行
の

「
種
子
島
の
盆
踊
調
査
報
告
書
」
は
、
横
山
神
社
と
西

之
本
国
寺
（
南
種
子
町
）
を
中
心
に
各
地
の
盆
踊
り
を

記
録
し
て
い
ま
す
。

報
告
書
に
よ
る
と
、奈
良
の
都
が
で
き
た
７
１
０
（
和
銅
３
）
年
の
こ
ろ
、多
褹
嶋
（
た

ね
の
と
う
）
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。「
嶋
」
と
は
国
と
同
等
の
行
政
単
位
で
、
多
褹
嶋
と

い
う
国
は
種
子
島
だ
け
で
な
く
屋
久
島
を
含
み
ま
し
た
。
嶋
庁
が
種
子
島
の
ど
こ
に
置
か

れ
た
か
は
不
明
で
す
。
八
坂
神
社
の
前
身
で
あ
る
慈
遠
寺
が
、
嶋
分
寺
（
国
分
寺
）
だ
っ

た
か
も
し
れ
な
い
と
い
わ
れ
ま
す
。

横
山
盆
踊
は
赤
尾
木
城
下
の
寺
で
も
踊
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
か
つ
て
西
町
の
八
坂
神
社

境
内
の
夏
祭
り
で
、
老
若
男
女
が
、
や
ぐ
ら
の
周
囲
を
に
ぎ
や
か
に
踊
っ
て
い
ま
し
た
が
、

死
者
を
し
の
ぶ
盆
踊
り
は
本
来
、
現
在
の
横
山
の
よ
う
な
形
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
盆
踊

り
の
歴
史
に
は
奥
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

千代女の「電子紙芝居」＝横山神社で

■問合せ先　市保健センターすこやか　☎ 24‐3233

【材料】（4 人分）
米…1 合
押し麦…1 合
茹でタコ…300g
玉ねぎみじん切り…1 個分
ニンニクみじん切り…2 片分

種子島の旬の食材を
　　　おいしく食べよう
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「ポルトガル風タコ飯」

【作り方】
① 米は洗ってザルにあけておく。タコは小さめの一口大
　に切る。
② 鍋またはフライパンにオリーブ油、玉ねぎ、ニンニクを入れ弱めの中火で炒める。
③ 玉ねぎがしんなりしてきたらタコを加えてさらに炒め蓋をする。
④ 3 ～ 4 分加熱し、タコから水が出てきたら米、押し麦を加えてかるく炒める。
⑤ 水、ローリエ、塩を加えて蓋をし、強めの中火で加熱する。ひと煮立ちしたら弱火にして 10 ～ 12 分
　ほど煮る。途中焦げつかないように何度か混ぜる。
⑥ 火を止めて 5 分蒸らす。

オリーブ油…大さじ 2
水…500cc
ローリエ…2 枚（なくて
もよい）
塩…約小さじ 2

⑬ 市政の窓2023.8 月号




